
そこで

国語科「読むこと」において考えを形成できる児童の育成
－教材と自分との関わりを大切にした指導を通して－

概要版
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研究の概要

より深く理解したり表現したりするためには「考えを形成し深める力」を育成することが重要であることが
示された。 【中教審答申(H28)】

「学習内容の改善・充実」の一つに「考えの形成の重視」が掲げられ、「考えの形成」の指導事項が全て
の領域に位置付けられた。 【学習指導要領(H29)】

文章の内容の理解に留まり、自分の言葉で感想や考えを表出することが苦手。 【児童の実態】
教師側から課題や場面を与え、読ませていることが多い。 【教師の実態】

研
究
の

背
景

学習への意欲を持続しながら、文章の内容を理解したことに自分のもっている
知識や体験を結び付けることで、深まったり明確になったりした思いや考えを
もつことができる児童を育成したいと思いました。

「教材と自分との関わりを大切にした指導」が必要であると考えました。
そのために

〔手立て１〕

教材と関わる目的をもつ
考えを形成することに適した言語活動を設定し、
児童が自分の知識や経験を結び付ける目的を
もつことで、意欲を持続しながら学習に取り組
めるようにする。

〔手立て２〕

教材と関わる場面を選ぶ
児童が言語活動の目的に沿って自分の知識
や体験を結び付ける場面を自分で選ぶことで、
叙述に即して読むことができるようにする。

〔手立て３〕

教材と関わる方法を身に付ける
児童が自分の知識や体験と結び付ける方法を
身に付けることで、深まったり明確になったりし
た思いや考えを自分の言葉でもつことができる
ようにする。

学習への意欲を持続しながら、文章の内容を
理解したことに自分のもっている知識や体験
を結び付けることで、深まったり明確になった
りした思いや考えをもつことができた！



戦争で亡くなってしまったちい
ちゃんに、何かしてあげたいと
いう児童の思いを生かし、言
語活動を設定した。

手紙を書いてあげるといいんじゃないかな。

考えを形成することに適した言語活動例と、考えを形成するための留意点

児童が自分と結び付けて感想をもつことができるように、教師が明確なねらいをもち言語活動を考える。

ちいちゃんは、亡くなってしまってかわいそう。

ちいちゃんの気持ちが分かるよって伝わるような手紙だと思う。

空の上にいるちいちゃんに、どんなことがしてあげられそうですか？

どんな手紙にすると、ちいちゃんに喜んでもらえそうですか？

〔手立て１〕

教材と関わる目的をもつ
考えを形成することに適した言語活動を設定し、児童が自分の知識や経験を結び
付ける目的をもつことで、意欲を持続しながら学習に取り組めるようにする。

実践の概要

様々な言語活動の中
で、考えを形成するこ
とに適した言語活動
があると考えました。

例えば、児童が「思いや考えをも
ちやすい」「自分の体験と結び付
けるよさを感じやすい」などの特
徴をもった言語活動です。

言語活動例 考えを形成するための留意点

低
学
年

説
明
文

・感想の交流会
（平行読書で得た知識も含む）
・紹介カード など 身近な経験を十分に

想起する

・教材の内容と似ているところや違うところを話す
・好きな部分抜き出し感想を書く

物
語
文

・感想の交流会
（読み聞かせの感想も含む）
・劇遊び など

・好きなところやおもしろところとその理由を話す
・自分ならどうするか考える

中
学
年

説
明
文

・新聞 など
内容理解を意識して
感想や考えをもつ

・今まで知っていたこととの違いや共通点、驚いた
ことや疑問に思ったことを書く

物
語
文

・手紙
・本の帯 など

・登場人物の気持ちに共感する
・印象に残る一文（引用）とその理由を書く

高
学
年

説
明
文

・意見文 など
文章の全体を把握し
て自分の考えをまと
め発信する

・考えが書かれた文章を比較して読み、自分の意
見をまとめる

物
語
文

・感想文
・ブックトーク など

・物語を読んで自分の気持ちや考えの変化を書く
・本の魅力を自分と関わらせて紹介する

「考えの形成」において、
低学年：「感想をもつこと」
中学年：「感想や考えを

もつこと」
高学年：「自分の考えを

まとめること」
が大切です。

このお話を読んで、どんなことを感じましたか。

ちいちゃんに寄り添う手紙がいいな。

書いた人の「体験が書かれている手紙（ア）」と「書かれてい
ない手紙（イ）」では、どんな違いがありそうですか？

自分のこと（体験）を入れると、もっとちいちゃんの気持ち
を分かってあげられる感じになるね！

ちいちゃんの気持ちをしっかり
分かって寄り添って手紙を書く
ことが重要であることを児童自
身が気付けるようにした。

第３学年 「ちいちゃんのかげおくり」 全７時間
【目標】◎戦争で亡くなった主人公におきた出来事や気持ちを理解し、自分と結び付けて感想をもつ。（オ考えの形成）

〇会話・行動・情景や様子を表す叙述から、主人公の気持ちを捉える。（イ構造と内容の把握）

「空の上のちいちゃんに手紙を書こう」【言語活動の設定】
児童の思いを生かした
言語活動の設定

(略)わたしも、家族

と遊ぶと楽しいよ。
きっとちいちゃんも、
ずっと遊びたかった
んだろうね。(略)

(略)かげおくりをし

ている時、とても楽
しかったんだね。
(略)

明日からは、ちいちゃんの気持ちを分かって
寄り添うために、勉強していくんだね！

自分の思いをしっかり表出させ
たいから、ちいちゃんへの手紙を

書かせてみよう！

ちいちゃんの気持ちを叙述から
しっかり読んで、寄り添う気持ちを

もってもらいたい！

手紙（ア） 手紙（イ）

自分の知識や体験と結び付ける目的を
理解した児童の姿

学習の目的をもち、
意欲を持続できるよ
うにしたいな！

うーん。ちいちゃんに寄り添う手紙って、どんな手紙だろう？



知識や体験の種類 提示の具体例

説

明

文

生活の中での

経験

ワークシート

や板書等で、

結び付け方を

示す。

・事例に対する自分との比較

「自分も～したことがある。」

・意見に対する自分との置き換え

「自分だったらこうする、こう考える」

・主張に対する今後の生き方の指針

「これから～に生かしていきたい」など

物

語

文

・登場人物に対する自分との比較

「自分も～したことがある。」

・登場人物に対する自分との置き換え

「自分だったらこうする、こう思う。」

・主題に対する今後の生き方の指針

「これから～に生かしていきたい」など

ぼくは、ちいちゃんが一人でかげおくり
をするところを読んで「不安」の気持ち
を選んだよ。でも、どの言葉からそうに
思ったのか、よく分からないな・・・

① 言語活動の目的に沿って
児童が自分で読むところを決める学習活動

② 読んで捉えた印象を表し、
根拠を叙述から見付ける学習活動

自分でこだわりをもって読む場所を選ぶことで、「読みた
い」「読む必要がある」と感じながら読むことができる。

マークや短い言葉で表すことで、なぜそのマークや言葉を選んだのかという
根拠に目を向けることができる。

なるほど！｢暑いような寒いような｣｢ふら
ふらする足｣などからも読み取れるんだね！

自分で選んだところだから、が
んばってちいちゃんの気持ちを
考えるぞ！

空の上でみんなに会
えたところを選んだよ。
ちいちゃん喜ぶかな。

全文シートで読むと、
全体の中から好きな
部分を選びやすいな。

〔手立て２〕

教材と関わる場面を選ぶ
児童が言語活動の目的に沿って自分の知識や体験を結び付ける場面を自分で選
ぶことで、叙述に即して読むことができるようにする。

今回は中学年の物語文だから、
「気持ちマーク」を使ってみよう！

会話や行動だけでなく、景色やちいちゃんの
様子を表す言葉にも目を向けてみましょう。

物語文
の

表現例

説明文
の

表現例

〈低学年向け〉 〈高学年向け〉 〈中学年向け〉

根拠を叙述から見付けている姿

ちいちゃんの気持ちを
分かって寄り添うため
に、読みたいところを選
びましょう。

〔手立て３〕

教材と関わる方法を身に付ける
児童が自分の知識や体験と結び付ける方法を身に付けることで、深まったり
明確になったりした思いや考えを自分の言葉でもつことができるようにする。

読む意欲が高まっている様子

① 知識と結び付ける発問 ② 経験と結び付ける方法の提示

今回は戦争教材だから知識と結び付けるの
は難しそう…・。でも自分の経験を想起させ
たいから、教具を使ってみよう！

実践で使用した教具：「マイ人形」

画用紙で作った自分の人形を本文に当て
ながら読むことで、児童が文章の中に自分
を入り込ませ、叙述から場面の状況や人
物の心情を追体験することを促す。マイ人形

マイ人形を当てて読みながら、
「自分も～したことがある」「もし自分だったら
～する」と考えてみましょう。

もう一度マイ人形を当て
ながら読んで、迷子に
なった時の自分の気持
ちを思い出しながら、自
分がちいちゃんだったら
どう思うか考えてごらん。

ちいちゃんが
お母さんとは
ぐれたように、
ぼくも迷子に
なったことが
あるな。

でも、どうやっ
てちいちゃん
の気持ちを考
えればいいの
かな。

ぼくならこわく
て不安で限界だ
な。ちいちゃんは
ちっちゃいのに
すごいな。

自分の言葉で表現

結び付ける
方法の提示

ちいちゃんの
気持ち

根拠となる叙述

知識や体験の種類 発問の具体例

・〇〇について（教材の内容

　について）知っていること

　はありますか？

・題名について知っているこ

　とはありますか？

・事例について、聞いたことや

　知っていることがありますか。

・物語の時代や場所について

　知っていることはありますか？

・題名について、知っている

　ことはありますか？

・作者について、知っている

　ことはありますか？

説

明

文

物

語

文

・既習の内容

・既有の知識

単元の導入な

どで、内容に

ついて知って

いることを確

認する。



・主人公の気持ちに触れている ８５％
・自分の体験と結び付けている ８０％
・自分の言葉で共感する思いを表出している。 ８５％

〔手立て１〕 教材と関わる目的をもつ

手紙の内容より

振り返りの内容より

「ちいちゃんの気持ちが分か
るようにしっかり読みたい。」
「これから勉強していくことが
分かった。」など、学習活動
の目的や意欲の持続に関す
る記述があった割合

思
い
や
考
え
を
表
出
し
や
す
く
、
中
学
年
の
発
達
段
階
の

特
徴
を
備
え
た
言
語
活
動
を
設
定
し
た
こ
と
で
、
児
童
は

目
的
意
識
を
も
ち
、
学
習
へ
の
意
欲
を
持
続
さ
せ
な
が
ら
、

考
え
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

〔手立て２〕 教材と関わる場面を選ぶ

ワークシートより

・「会話」「行動」「情景や
様子」から、主人公の気持
ちを表す叙述を見付けてい
る。 ８８％

・気持ちを表す叙述を複数見
付けている。 ９０％

児童アンケートより

事後アンケートでは叙述
から心情を読み取ることが
「どちらかといえばできた」
児童の割合が減り、その分
「できた」児童の割合が大き
く増えた。このことから、自
信をもって「読めた」「分かっ
た」と感じた児童が増えたこ
とが言える。

・主人公と自分の「比較」か「置
き換え」のどちらかで自分の
体験を書いている。 ８１％

・教科書に書かれていないこ
とも含め、自分の言葉で主人
公についての思いを書いて
いる。 ８０％

今まで物語を読むときに、
あまり自分と結び付けて読
むことをしなかった児童が、
実践を通して自分と結び付
けて読むことを意識できて
きたものと考えられる。

文
章
と
自
分
を
結
び
付
け
る
具
体
的
な

方
法
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
板
書
で
示
し

た
こ
と
に
よ
り
、
児
童
は
そ
の
方
法
を
分

か
っ
て
自
分
の
体
験
と
結
び
付
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

〔手立て３〕 教材と関わる方法を身に付ける

【成果】 教材と自分との関わりを大切にした三つの手立てを

通して、児童が学習への目的意識と意欲を持続させながら、
文章を読んで自分の体験と結び付けて、自分の言葉で思い
や考えをもつことができた。

【課題】今回は物語文での実践であったが、説明文も含め、様々
な文章で継続的に指導を続けていくことで、児童が主体的な読み
手となって、文章を読んで自分の言葉で思いや考えをもつことが
できるようになると考える。

ワークシートより 児童アンケートより

児
童
自
身
が
、
目
的
に
応
じ
て
読
む
部
分

を
判
断
し
て
選
び
取
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
何

度
も
本
文
を
読
み
、
様
々
な
叙
述
に
目
を

向
け
て
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

結果と考察

研究のまとめ

第１時 ６１％ 第２時 ８６％
第３時 ５４％ 第４時 ６１％
第５時 ７８％ 第６時 ７８％
第７時 ８０％


